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町 民 憲 章
（昭和40年 7月1日制定）

わたしたちは、朝夕気高い武佐岳を仰ぎ、標津川の流れとともにひらけゆく

中標津の町民です。

　はてしない緑の原に、先人のきびしい開拓のあとをしのび、その心をうけて、

みんなの力で明るい豊かなまちをつくるために、この憲章をさだめます。

町の木・白樺

1　からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう

1　誇りをもって働き　豊かなまちにしましょう

1　きまりを守り　明るいまちにしましょう

1　自然を愛し　美しいまちにしましょう

1　教養を高め　よりよい文化を育てましょう

↑町の木・白
しら

樺
かば
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（昭和４０年7月1日制定）

わたしたちは、朝夕気高い武佐岳を仰ぎ、標津川の流れとともにひらけゆく
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町の花・エゾリンドウ
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